
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
０１ 地域とともにある学校づくり 

                       

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
０２ 豊かなかかわりを通して、質の高い学びを生む学習活動の充実 
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＞＞＞＞＞＞＞ 

１ 学校教育目標 

「かしこく たくましく 心豊かな児童の育成」 

２ 目指す児童像 

「瞳・笑顔・汗・会話 きらきら輝く 鈴谷の子」 

  ○かしこい子（瞳）       ○すなおな子（笑顔） 

  ○心身ともにたくましい子（汗） ○つながる子（会話） 

■所在地：さいたま市中央区鈴谷５－１－１   ■電話：048-852-5675 

■FAX：048-852-1917   ■交通：ＪＲ埼京線南与野駅徒歩５分 

さいたま市教育委員会では、SDGｓ教育を推進しています。 

さいたま市立 

鈴谷小学校 

本校では、毎年ＰＴＡと後援会が主催する親子奉仕作業を行っていま
す。地域の多くの皆様が参加してくださり、樹木の剪定や除草作業によ
る環境整備に努めています。樹木の多くは、開校時に地域から寄贈され
たもので、秋になると、１年生がその樹木から落ち 
たどんぐりを使って、地域の方を特別講師として 
「どんぐりごまづくり」の学習に取り組んでいます。 
また、自治会が畑を提供してくださり、２年生が 

芋ほりをしています。令和４年度は、植え付けから 
収穫までの一連の流れを体験します。 
 

開校５０周年記念事業を機に、郷土史サロンの方を中心にご協力いただ
き、「ふるさと鈴谷学習室」を「鈴小 ちいさな博物館」へとリニューア
ルしました。以前より置かれていた暮らしの道具や古文書などをジャンル
ごとに展示し、昔の暮らしぶりを実物資料を通して学ぶことができる場と
なっています。児童の学習での利用はもちろんのこと、今後は郷土史サロ
ンの方による語りのイベントも行っていく予定です。 

本校では、総合的な学習の時間やグローバル・スタディ科において、国際
教育の視点に立った学習活動を展開しています。３年生では外国の方々と実
際に交流をしたり、世界の国々のことについて調べたりしています。６年生
では世界各国と日本を比較しながらさまざまな文化を学ぶことを通して、国
際理解について深めています。 
また、４年生では高齢者疑似体験、障害者スポーツ体験等の活動を通して

福祉の考え方を学んでいます。 
どの学年においても「豊かなかかわり」を 

学習の中心に据え、さまざまな立場や考えを 
もった方々との交流や体験活動を充実させる 
ことで、子ども達の学びの質を高めています。 
実体験を伴った学習により、地域社会や国際 
社会における多様性や持続可能な社会の在り 
方について理解を深めることができると考え 
ています。 

これらの取組を通して、地域とのかかわりや環境美化をテーマにSDGｓの目標11「住み続
けられるまちづくり」、目標１７「パートナーシップで目標を達成しよう」に寄与していきた
いと考えています。 

 


